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(百万円未満切捨て)
１．2022年12月期の連結業績（2022年１月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期 455,481 12.9 21,844 5.5 21,404 4.5 11,732 8.7

2021年12月期 403,485 56.9 20,706 88.9 20,489 88.3 10,790 58.1
(注) 包括利益 2022年12月期 14,189百万円( 1.8％) 2021年12月期 13,936百万円( 94.1％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年12月期 295.39 － 17.9 7.5 4.8

2021年12月期 271.67 － 19.4 7.7 5.1
(参考) 持分法投資損益 2022年12月期 639百万円 2021年12月期 661百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期 296,898 92,172 23.7 1,772.04

2021年12月期 277,197 80,707 21.9 1,527.58
(参考) 自己資本 2022年12月期 70,381百万円 2021年12月期 60,671百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年12月期 22,407 △15,895 489 32,668
2021年12月期 27,472 △22,343 △9,278 23,795

２．配当の状況

年間配当金
配当金総額

(合計)

配当性向

(連結)

純資産

配当率

(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年12月期 － 0.00 － 55.00 55.00 2,184 20.2 3.9
2022年12月期 － 0.00 － 61.00 61.00 2,422 20.7 3.7
2023年12月期(予想) － 0.00 － 65.00 65.00 21.5

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期(累計) 228,000 5.1 13,600 63.0 13,300 61.2 7,800 311.5 196.39

通 期 457,000 0.3 22,800 4.4 22,300 4.2 12,000 2.3 302.13



※ 注記事項
　

（１）期中における重要な子会社の異動

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期 39,718,200株 2021年12月期 39,718,200株

② 期末自己株式数 2022年12月期 728株 2021年12月期 690株

③ 期中平均株式数 2022年12月期 39,717,505株 2021年12月期 39,717,570株

(参考) 個別業績の概要
１．2022年12月期の個別業績（2022年１月１日～2022年12月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期 15,766 74.5 9,274 193.3 8,647 257.4 7,962 183.1

2021年12月期 9,037 10.5 3,162 △29.6 2,419 △41.4 2,812 △30.9

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2022年12月期 200.47 －

2021年12月期 70.81 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期 132,301 23,419 17.7 589.66

2021年12月期 122,795 17,672 14.4 444.94

(参考) 自己資本 2022年12月期 23,419百万円 2021年12月期 17,672百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご
利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧
ください。

２．当社は、2023年２月10日（金）に機関投資家・アナリスト向け決算説明会を開催する予定です。この説明会の
資料については、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度（2022年１月１日～2022年12月31日）においては、新型コロナウイルス感染症の再拡大、資源価格や

燃料価格の急騰、また為替レートの急激な変動などに見舞われながらも、国内外の経済活動は徐々に回復の兆しを見せ、

本格的な経済活性化が期待される状況となっております。そうしたなか、当社グループはお客様、取引先ならびに従業

員の感染防止と安全確保を最優先に取り組みながら、主力の物流事業における３ＰＬ、４ＰＬビジネスの獲得と、ネッ

ト通販などの物流需要拡大に応えるべく積極的な対応を図ってまいりました。

　また、М＆Ａを軸とする当社の成長戦略において、ＳＢＳグループ各社相互間のシナジーを発揮させることで、当社

グループのサービスラインナップをさらに拡充し、社会の物流ニーズを強固にサポートする体制を整えました。

　当連結会計年度の業績については、海外事業における海上・航空運賃の高騰、為替影響のほか、電子機器、ＥＣ関連

などの国内物流量の増加に伴ってグループ各社の物流事業が堅調であったことから、売上高は前連結会計年度より519億

96百万円増（+12.9％）の4,554億81百万円、営業利益は同11億37百万円増（+5.5％）の218億44百万円、経常利益は同９

億14百万円増（+4.5％）の214億４百万円となり、売上高、営業利益、経常利益の各指標とも５期連続で過去最高値を更

新しました。

　また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、2022年６月30日に当社連結子会社の物流施設（ＳＢＳフレ

ック株式会社阿見第二物流センター）で発生した火災に関連した火災損失を特別損失として計上しましたが、当該火災

により焼失・毀損した固定資産に対して支払われた保険金の受取金額のうち、上記の火災損失に対応した金額を特別利

益に計上したこと等により、同９億42百万円増（+8.7％）の117億32百万円となり、こちらも４期連続で過去最高値を更

新することとなりました。

セグメントの概況

（物流事業）

　主力の物流事業では、既存顧客との取引拡大に加え、高い物流機能を求める新規顧客の獲得に注力しました。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響で大きく落ち込んだ企業間物流が海外を含めて回復したことや、即日配送事業における

ネット通販需要の取り込み等により、当期における物流事業の売上高は前連結会計年度より549億59百万円増（+14.5

％）の4,332億95百万円、営業利益は傭車費、燃料費の増加や新制服導入費用の計上等があり、同１億23百万円減（△

0.8％）の154億23百万円となりました。

（不動産事業）

　不動産事業は、開発事業と賃貸事業で構成されております。開発事業では、グループの３ＰＬ、４ＰＬ事業を推進す

るために、顧客の物流ニーズに合った大型倉庫を土地の取得から建設まで一貫して行います。賃貸事業では、グループ

で保有する倉庫、オフィスビル、レジデンス等から賃貸収益を得ています。当社は、将来の投資に向け物流不動産を流

動化し資金を回収しており、流動化に伴い計上する収益は不動産事業に含めております。

　当期の物流不動産流動化の実績として、横浜金沢物流センター（横浜市）の信託受益権の一部譲渡を実施しておりま

す。当期における不動産事業の売上高は前連結会計年度より36億19百万円減（△21.2％）の134億23百万円、営業利益は

同50百万円減（△0.8％）の62億82百万円となりました。

（その他事業）

　その他事業の主なものは、人材派遣事業、マーケティング事業、太陽光発電事業及び環境事業です。当期におけるそ

の他事業の売上高は前連結会計年度より６億56百万円増（+8.1％）の87億62百万円、営業利益は同32百万円減（△7.5

％）の４億２百万円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度における総資産は2,968億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ197億１百万円増加しました。こ

れは主に、現預金、売掛金および棚卸資産の増加等によるものです。

　負債は2,047億26百万円となり、前連結会計年度末に比べ82億36百万円増加しました。これは主に、短期借入金の増加

等によるものです。

　純資産は921億72百万円となり、前連結会計年度末に比べ114億64百万円増加しました。これは主に、親会社株主に帰

属する当期純利益の計上による利益剰余金の増加、並びに非支配株主持分の増加等によるものです。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という） は、前連結会計年度末に比べ88億73百万円増

加し、326億68百万円となりました。各キャッシュ・フローの主な増減要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により得られた資金は224億７百万円（前連結会計年度末は274億72百万円の収入）となりました。これは、

税金等調整前当期純利益の増加等、収益力の底上げを主因としたものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は158億95百万円（前連結会計年度は223億43百万円の支出）となりました。これは主に、

車両や設備等の固定資産の取得によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により得られた資金は４億89百万円（前連結会計年度は92億78百万円の支出）となりました。これは、長期

借入金の返済支出152億94百万円、配当金支払い21億84百万円等があった一方で、長期借入れによる収入150億円及び短

期借入金の純増55億19百万円があったことによるものです。

（４）今後の見通し

　世界各地で新型コロナウイルス感染症拡大が終息の気配を見せず、また、資源価格や燃料価格、為替レートの急激な

変動が今後の当社の業績に影響を及ぼす可能性がありますが、グループ各社同士のシナジー創出によって営業力にさら

に磨きをかけ、需要が旺盛なネット通販の取り込み等にも積極的に対応してまいります。

　特に、物流倉庫においては、ロボットなどＬＴ（Logistics Technology）の導入を加速しており、2022年12月には埼

玉県越谷市に先端ロボットソリューション検証施設「ＬＴラボ」を開設しました。当ラボにおいて先端ＬＴの導入精度

向上と運用の早期安定化を図りながら、2030年までに新たに1,000億円のＥＣ物流を取り込むべく、汎用性の高いＥＣ物

流システムの開発を進めております。

　2023年12月期の見通しに関しては、そうした環境変化と当社の取り組みを踏まえたうえで、サマリー情報の「2023年

12月期の連結業績予想」のとおりといたします。この業績予想を達成するべく、当社グループ一丸となって事業活動と

成長戦略に取り組んでまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針です。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮のうえ、適切に対応していく方針です。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当連結会計年度
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,800 32,673

受取手形及び売掛金 62,555 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 67,075

リース債権及びリース投資資産 1,214 1,130

棚卸資産 22,425 31,207

その他 11,625 14,021

貸倒引当金 △78 △84

流動資産合計 121,541 146,023

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 75,625 69,581

減価償却累計額及び減損損失累計額 △50,585 △49,199

建物及び構築物（純額） 25,040 20,381

機械装置及び運搬具 33,804 34,623

減価償却累計額及び減損損失累計額 △20,826 △22,699

機械装置及び運搬具（純額） 12,978 11,924

土地 51,810 53,264

リース資産 9,028 9,792

減価償却累計額及び減損損失累計額 △5,600 △6,166

リース資産（純額） 3,427 3,626

建設仮勘定 1,335 1,575

その他 9,085 9,281

減価償却累計額及び減損損失累計額 △6,800 △7,020

その他（純額） 2,285 2,261

有形固定資産合計 96,877 93,034

無形固定資産

のれん 9,883 8,392

顧客関連資産 20,903 20,141

その他 4,864 5,821

無形固定資産合計 35,651 34,355

投資その他の資産

投資有価証券 11,960 11,952

差入保証金 9,099 9,659

その他 2,144 1,934

貸倒引当金 △78 △62

投資その他の資産合計 23,126 23,484

固定資産合計 155,655 150,874

資産合計 277,197 296,898
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当連結会計年度
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 34,193 35,823

電子記録債務 6,342 6,512

1年内償還予定の社債 10 10

短期借入金 22,865 28,395

1年内返済予定の長期借入金 14,300 15,230

未払金 7,628 7,891

未払費用 6,858 7,207

リース債務 1,339 1,535

未払法人税等 3,174 1,859

未払消費税等 2,895 3,046

賞与引当金 2,694 2,969

その他 3,779 4,149

流動負債合計 106,082 114,632

固定負債

社債 130 120

長期借入金 57,304 56,079

長期預り保証金 2,354 2,235

リース債務 2,708 2,725

退職給付に係る負債 10,826 11,563

繰延税金負債 12,950 12,625

資産除去債務 2,793 2,943

その他 1,339 1,801

固定負債合計 90,406 90,093

負債合計 196,489 204,726

純資産の部

株主資本

資本金 3,920 3,920

資本剰余金 2,651 2,651

利益剰余金 53,122 62,787

自己株式 △0 △0

株主資本合計 59,693 69,358

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 546 399

為替換算調整勘定 256 799

退職給付に係る調整累計額 175 △176

その他の包括利益累計額合計 978 1,022

非支配株主持分 20,035 21,791

純資産合計 80,707 92,172

負債純資産合計 277,197 296,898
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 403,485 455,481

売上原価 356,768 404,945

売上総利益 46,716 50,536

販売費及び一般管理費 26,009 28,692

営業利益 20,706 21,844

営業外収益

受取利息 22 36

受取配当金 89 79

為替差益 － 159

持分法による投資利益 661 639

その他 554 452

営業外収益合計 1,328 1,368

営業外費用

支払利息 878 928

システム移行関連費用 178 433

その他 487 446

営業外費用合計 1,544 1,808

経常利益 20,489 21,404

特別利益

固定資産売却益 130 2,286

災害に伴う受取保険金 － 4,579

その他 29 74

特別利益合計 159 6,940

特別損失

固定資産売却損 46 10

固定資産除却損 409 275

減損損失 33 902

火災損失 － 4,578

関係会社株式評価損 － 744

その他 43 95

特別損失合計 533 6,606

税金等調整前当期純利益 20,115 21,737

法人税、住民税及び事業税 6,982 7,423

法人税等調整額 △31 66

法人税等合計 6,950 7,490

当期純利益 13,165 14,247

非支配株主に帰属する当期純利益 2,375 2,515

親会社株主に帰属する当期純利益 10,790 11,732
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

当期純利益 13,165 14,247

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 52 △220

為替換算調整勘定 498 737

退職給付に係る調整額 206 △640

持分法適用会社に対する持分相当額 13 65

その他の包括利益合計 771 △57

包括利益 13,936 14,189

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 11,306 11,776

非支配株主に係る包括利益 2,630 2,413
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年１月１日 至 2021年12月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,920 2,651 43,722 △0 50,293

当期変動額

剰余金の配当 △1,390 △1,390

親会社株主に帰属する当

期純利益
10,790 10,790

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 9,399 △0 9,399

当期末残高 3,920 2,651 53,122 △0 59,693

その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 455 △89 95 462 17,390 68,146

当期変動額

剰余金の配当 △1,390

親会社株主に帰属する当

期純利益
10,790

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
90 346 79 516 2,645 3,161

当期変動額合計 90 346 79 516 2,645 12,561

当期末残高 546 256 175 978 20,035 80,707
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　当連結会計年度(自 2022年１月１日 至 2022年12月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,920 2,651 53,122 △0 59,693

当期変動額

剰余金の配当 △2,184 △2,184

親会社株主に帰属する当

期純利益
11,732 11,732

自己株式の取得 △0 △0

連結範囲の変動 165 165

非連結子会社との合併に

よる増減
△48 △48

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 9,665 △0 9,664

当期末残高 3,920 2,651 62,787 △0 69,358

その他の包括利益累計額
非支配

株主持分
純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 546 256 175 978 20,035 80,707

当期変動額

剰余金の配当 △2,184

親会社株主に帰属する当

期純利益
11,732

自己株式の取得 △0

連結範囲の変動 165

非連結子会社との合併に

よる増減
△48

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△146 542 △352 44 1,755 1,799

当期変動額合計 △146 542 △352 44 1,755 11,464

当期末残高 399 799 △176 1,022 21,791 92,172
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 20,115 21,737

減価償却費 9,348 10,129

減損損失 33 902

のれん償却額 766 945

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9 △14

賞与引当金の増減額（△は減少） 133 225

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △396 △122

受取利息及び受取配当金 △112 △115

支払利息 878 928

持分法による投資損益（△は益） △661 △639

火災損失 － 4,578

災害に伴う受取保険金 － △4,579

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △83 △2,276

有形及び無形固定資産除却損 409 275

関係会社株式評価損 － 744

売上債権の増減額（△は増加） △2,023 △3,017

棚卸資産の増減額（△は増加） 4,461 △2,922

仕入債務の増減額（△は減少） 483 913

未払消費税等の増減額（△は減少） 96 666

その他 1,440 △1,901

小計 34,900 26,458

利息及び配当金の受取額 305 250

利息の支払額 △889 △921

火災による支払額 － △68

災害に伴う保険金の受取額 － 5,236

法人税等の支払額 △6,843 △8,548

営業活動によるキャッシュ・フロー 27,472 22,407

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △12,865 △17,082

有形及び無形固定資産の売却による収入 164 3,417

関係会社株式の取得による支出 △375 △1,209

関係会社株式の売却による収入 172 287

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△7,940 －

差入保証金の差入による支出 △1,806 △1,389

差入保証金の回収による収入 214 471

その他 93 △391

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,343 △15,895
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,180 5,519

リース債務の返済による支出 △1,597 △1,762

長期借入れによる収入 26,000 15,000

長期借入金の返済による支出 △11,802 △15,294

社債の償還による支出 － △10

配当金の支払額 △1,390 △2,184

非支配株主への配当金の支払額 △307 △778

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,278 489

現金及び現金同等物に係る換算差額 407 940

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,741 7,942

現金及び現金同等物の期首残高 27,537 23,795

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

－ 930

現金及び現金同等物の期末残高 23,795 32,668
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、従来は顧客から受け

取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供における役割が代理人に該当

する取引については、顧客から受け取る対価の総額から仕入先等に支払う額を控除した純額で収益を認識しており

ます。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当連結会計年度の売上高は8,704百万円減少し、売上原価は8,660百万円減少しております。販売費及

び一般管理費、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしま

した。

　なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。さらに、収益認識会計基準第89-3項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会

計年度に係る「収益認識関係」注記に関しては記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(追加情報)

当社連結子会社ＳＢＳフレック株式会社の物流施設、阿見第二物流センター（所在地：茨城県稲敷郡阿見町星の

里６－１）において、2022年６月30日に火災が発生し、2022年７月５日に鎮火しました。また阿見第二物流センタ

ーに隣接した第一物流センターの一部も被災しました。

この火災により、当連結会計年度の連結損益計算書おいて、焼失、毀損した固定資産の滅却損等について火災損

失4,578百万円を特別損失に計上しております。一方、当社グループではかかる損害に対する保険金5,236百万円の

支払いを受けており、そのうち現時点までに確定している火災損失に対応した保険金の受取額4,579百万円を当連

結会計年度の連結損益計算書において、特別利益として計上しております。

なお、当決算短信提出日現在、未だ原因等については外部関係機関により調査中です。また、火災により焼失し

た固定資産に係る損害及び荷主の商品の焼失、毀損に対する補償等により追加の損失が生じる可能性があるほか、

これらに対応する保険金の受取額を計上する可能性がありますが、現時点ではその影響額を合理的に見積もること

は困難であるため、連結財務諸表には反映しておりません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、持株会社である当社の傘下において、各事業会社はそれぞれ独立した経営単位として戦略を立案

し事業活動を展開しておりますが、当社グループの中核的事業につきましては当社が包括的・横断的に統括し管理す

ることとしております。

このことから当社グループでは、報告セグメントを「物流事業」、「不動産事業」及び「その他事業」の３つとし

ております。

「物流事業」は、トラック輸送、鉄道利用輸送、低温物流、国際物流、物流センター運営、流通加工、企業向け即

配便、個人宅配などの事業とこれらの事業を一括受託する３ＰＬ並びに４ＰＬ事業、物流コンサルティング事業、及

びこれらに付帯する事業から構成されます。

「不動産事業」は、所有する施設をオフィス、住居、倉庫などの用途として賃貸する事業及び物流施設の開発・販

売事業から構成されます。

「その他事業」は、人材、環境、マーケティング、太陽光発電などの事業から構成されます。

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格

に基づいております。

会計方針の変更に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識会計基準を適用し、収益認識に関する会計処

理を変更したため、セグメント利益の算定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「物流事業」の売上高は8,656百万円減少し、「その他事

業」の売上高は47百万円減少しております。セグメント利益に与える影響は軽微であります。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2021年１月１日　至 2021年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２物流事業 不動産事業 その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 378,335 17,043 8,106 403,485 － 403,485

セグメント間の内部
売上高又は振替高

556 96 534 1,187 △1,187 －

計 378,892 17,139 8,640 404,672 △1,187 403,485

セグメント利益 15,546 6,333 435 22,315 △1,609 20,706

セグメント資産 211,496 44,145 4,554 260,196 17,000 277,197

その他の項目

減価償却費 8,581 274 277 9,133 214 9,348

のれんの償却額 766 － － 766 － 766

減損損失 33 － － 33 － 33

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

12,544 145 128 12,819 1,682 14,501

(注) １ 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去37百万円及び各報告セグメントに配分していない当社

に係る損益△1,646百万円であります。

(2) セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去△39,835百万円及び各報告セグメントに配分していな

い全社資産56,836百万円であります。全社資産の主なものは当社の余資運用資金(現金及び預金)、グルー

プ内金融及び管理部門に係る資産等であります。

(3) 減価償却費の調整額は、セグメント間取引消去△０百万円及び各報告セグメントに帰属しない当社の減価

償却費214百万円であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資産1,682

百万円であります。

２ セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2022年１月１日　至 2022年12月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２物流事業 不動産事業 その他事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収
益

428,139 － 8,435 436,575 － 436,575

その他の収益 5,155 13,423 326 18,906 － 18,906

外部顧客への売上高 433,295 13,423 8,762 455,481 － 455,481

セグメント間の内部
売上高又は振替高

680 102 792 1,575 △1,575 －

計 433,975 13,526 9,554 457,057 △1,575 455,481

セグメント利益 15,423 6,282 402 22,108 △264 21,844

セグメント資産 216,422 51,277 4,539 272,239 24,658 296,898

その他の項目

減価償却費 9,060 261 257 9,580 549 10,129

のれんの償却額 945 － － 945 － 945

減損損失 892 9 － 902 － 902

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

15,183 913 53 16,150 1,709 17,859

(注) １ 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去13百万円及び各報告セグメントに配分していない当社

に係る損益△278百万円であります。

(2) セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去△42,199百万円及び各報告セグメントに配分していな

い全社資産66,858百万円であります。全社資産の主なものは当社の余資運用資金(現金及び預金)、グルー

プ内金融及び管理部門に係る資産等であります。

(3) 減価償却費の調整額は、セグメント間取引消去０百万円及び各報告セグメントに帰属しない当社の減価償

却費549百万円であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資産1,709

百万円であります。

２ セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり純資産額 1,527.58円 1,772.04円

１株当たり当期純利益金額 271.67円 295.39円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益金額(百万円) 10,790 11,732

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
金額(百万円)

10,790 11,732

普通株式の期中平均株式数(株) 39,717,570 39,717,505

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


